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都市の街並みに対する安全性や快適性などの主観的印象評価を深く理解することは、効果的な都市計画を実施する上で不可欠である。
しかし、街並みに対する主観的印象評価は一律ではなく、性別や年齢などの属性によって大きく異なる。例えば、女性は安全性への
懸念から男性とは異なる印象を抱きやすく、高齢者は若年層よりもアクセシビリティや快適性を重視する傾向がある。しかし、こう
した主観的印象評価の属性ごとの差異について定量的に分析した研究は、まだ十分に行われていない。
本研究の目的は以下の通りである。
• 性別および年齢層に基づく街並みに対する主観的印象評価の差異を明らかにすること。
• 景観要素の視覚的特徴と意味的特徴の両方を効果的に解析するためにCLIPモデルを活用すること。
具体的には、街路景観画像を用いた大規模なWebアンケート調査を実施し、主観的印象評価モデルを開発する。さらに、都市全体の
主観的印象評価をマッピングおよび分析することで、性別や年齢層などの属性による評価の違いを明らかにする。

結果

データセット
• ゼンリン株式会社より提供された世田谷区において2.5m間隔で撮影された241,912枚のストリートビュー画像（2013）を用いた。
• 10,000組の画像ペアに対してWebアンケート調査を性別（男女）および年齢（5区分、30未満、30~40、40~50、50~60、60以
上）に基づき実施し、合計880万件の回答を収集した。

研究手法
• モデルは一対のストリート画像
を用いて学習し、22種類の主観
印象スコアを予測するよう設計
された。

• このタスクはマルチラベル分類
問題として扱われ、各画像ペア
に対して相対的な主観印象スコ
アを予測する必要がある。

• CLIPモデルは二枚の画像を入
力として受け取り、22次元の主
観印象スコアを出力とし、一方
の画像のスコアから他方のスコ
アを差し引くことで「画像1は
画像2より美しい」といった相
対的印象を判定する。

まとめ
• 主観印象評価の一部が人口集団間で大きな差異を示す一方、他の認識は比較的小さな差異にとどまることが明らかになった。これ
らの結果は、都市デザイナーがより包括的な都市計画を行ううえでの支援となり得るものである。

• 今後の研究課題は、グローバル解析および性別と年齢の交互作用項の分析である。

• 属性間の主観印象差の分布は以下の３種に分類できる。（1）基本
的に同等、（2）差異は広範に分布、（3）差異は幹線道路に集中。

• 主観印象の項目1（開放的）および項目5（緑が豊かな）は、性別
や年齢により大きく変動しないことを示す。項目2（親しみのあ
る）や項目19（面白い）は、性別や年齢により有意な変動を示す。
さらに、幹線道路は主観印象に明確な影響を及ぼす。

図1. 研究全体像

図3. 土地利用と主観印象評価の男女差の地理的分布

表1. 性別間および年齢間の主観印象の平均絶対差

図2. CLIPモデルを用いた年齢性別を考慮した主観
印象評価モデル
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